
研究計画

まちづくり協議会の継続的な活動改善とインパクト
創出のための住民力の可視化

修士1年（1セメ）／中村駿介 ／ 2021 年7月

※小学校区程度の地域ごとに設けられる、協議に基づき地域の課題を
自分たちで解決する住民主体の自治組織の通称

※



1 .  研究背景

多くのまちづくり協議会（まち協）は自らの活動を継続的に

進化させ理想とする町の状態を作り上げる組織機能を有して
いない。

● 実例として私が所属する長崎県壱岐市のまち協は形式的
に振り分けられた部会毎にバラバラに活動し、その成果
の振り返りは行われず、年度を超えても活動の進化は見
られない。

● 全国のまち協活動の報告書や成功事例においても、活動
内容と結果は記されているが成果についての記述はほぼ
見受けられない。

● 学術的な研究においては、コミュニティの成長プロセス
の可視化は行われている（福井他,2017）が、成長段階を
引き上げていく汎用的な方法論についての取り組みは見
受けられない。

まち協の活動の成果を測定し、組織にフィードバックが生まれ
ることで活動が改善されていくループを構築する必要がある。

● 成果に関する目標と実績の予実差を明らかにし、その原因
を検討することで組織に改善が起こる。

● また、そのプロセスでの創意工夫や時にはフィードバック
そのものが活動参加者のモチベーションを向上させる。

● 日本都市センターの調査(2015年8月)によれば、全国の約６
割の都市自治体が何らかの協議会型住民自治組織（≒まち
協）を設置しており、組織活動の改善とインパクトの創出
を促す汎用的な方法論を確立することで大きな貢献が見込
める。
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2 .  研究の目的

住民力
（≒SC※）

● 人材／意欲
● 活動費
● 時間 他

● 企画
● 事前準備
● 実行

様々な
地域活動

理想の
地域の実現

まちづくり協議会の活動

振り返り／改善

まちづくり協議会のOutcomeとしての住民力を測定可能なものとすることで、
継続的な協議会の活動の改善とインパクトの創出を実現する。

※SC:ソーシャルキャピタル

例）

住民力と地域特性, 森岡,2010

Input
（投入資源）

Activity
（活動）

Output
（結果）

Outcome
（成果）

Impact
（社会的変化）

住民参加

SCを以下5つの指標で操作
化
● 親密なネットワーク

● 橋渡しネットワーク
● 支援期待度
● 地域参加度

● 町内信頼度



3 .  リサーチクエスチョン

RQ-A. まちづくり協議会の活動を進化させ、インパクトの創出に寄与する評価手法とは何か？

┗RQ-B1. 住民力のコアを成すSCはどのように操作化すべきか？

┗RQ-B2. 住民力を高める要因とは何か？（まちづくり協議会の活動の進化の観点とは何か？）

┗RQ-B3. 住民力の高まりはどのように住民の地域活動への主体的な参加に繋がるか？

┗RQ-B4. 必要十分な精度を保ちつつ、最も回答負荷が少ない設問はどのようなものか？

住民力
（≒SC※）

様々な
地域活動

理想の
地域の実現

RQ-B2 RQ-B1 RQ-B3

住民参加
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4 .  研究デザイン

プレ調査
（2021年7月～12月）

本調査
（2022年1月～2月）

実践
（2022年4月～12月）

● 先行研究（森岡,2010）における住民力の実態
● 住民力を高める要因／下げる要因
● 住民力の高まりを行動に繋げる／阻害する要因

住民力の概念化

本調査の質問票

● 共分散構造分析

● 協議会員40名
● 地域住民850名

先行研究調査

半構造化インタビュー

質問票による量的調査

量的分析

RQ/仮説の精緻化

● ソーシャルキャピタル（Putnam）
● ワーク／従業員エンゲージメント（Schaufeli他）
● 組織市民行動（Organ）

住民力の測定手法

住民力を高める要因

住民の活動参加促進要因

● 2〜3つの協議会
● 年度初め4月と12月の2
回

住民力測定の導入

● 活動内容の見直し
● 活動参加促進策の見直
し

協議会活動の改善

住民力の有用性の実証

協議会運営のモデル確立

活
動
内
容

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト



5 .  研究の貢献と意義

①住民力（≒SC）の測定に留まらず、その前後に存在する、
住民力を高める要因と住民力の高まりが住民の主体的な行動
に及ぼす影響を明らかにする点

②まちづくり協議会のような協議会型住民自治組織の活動を
持続的に改善し、インパクト創出を促す汎用的な方法論を提供
する点

修士1年（1セメ）／中村駿介／82125158

住民力
（≒SC※）

様々な
地域活動

住民参加 Input Activity Output Out
come Impact


